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３月６日は「啓蟄(けいちつ)」でした。啓(けい)は「ひらく」、蟄(ちつ)は「土の中で冬ごもりしている虫」の意
味で、大地が温まり冬眠していた虫が春の訪れを感じ、土の中から這い出てくる頃を言います。２月４日は
「立春」でした。「立春」を過ぎると暦のうえでは春ですが、寒さが厳しい日が続きます。しかし、「啓蟄」の
頃になると、朝晩の寒さも大分和らぎ、日中は春めいた日が多くなり、一雨ごとに気温が上がってきます。
この時期は、３年生、そして１、２年生にとってとても重要な時です。３年生は、多くの生徒が挑戦する公立

高校の後期試検・定時制試検があり、その直後が義務教育９カ年の修了となる卒業証書授与式を迎えま
す。１・２年生は、新生徒会本部役員を中心に取り組んできた「３年生に贈る会」の本番を迎えます。
3年生は自分の進路を切り開くために、重圧や不安を抱えながらこれまで積み重ねた学習の最終確認

を行ってきたと思います。そして、3日に無事後期試検が終了しました。１・２年生は「３年生に贈る会」を今
日実施し、３年生への感謝の思いを表す素晴らしい会になりました。今回の取り組みの経験から、２年生は
最上級生である３年生に、１年生は初めて中学校で先輩となる２年生になるための心構えをもつ良い機
会になったと思います。生徒の皆さんそれぞれが、また一歩自分自身の成長という階段を昇ることができ
たのではないでしょうか。ここで、次の話を紹介します。

ハチドリとは

鳥類の中で最も体が小さく、体長は10cmぐらい、体重は2～20ｇ程度しかありません。毎秒約55回、最高で約80回ほど

の速さで羽ばたき、ヘリコプターがホバリングするように空中に静止ながら、長いクチバシで花の蜜を吸う鳥です。

令和４年度は３年生を中心に、コロナ禍でしたが様々な活動を工夫しながら活発に展開し、全校生徒が
南中生として多くの経験をし、同時に自信と誇りを深めてくれたのではないかと思います。しかし、様々な
活動を行うときに、「自分が率先してやらなくても・・・」、「１人ががんばってもできることは知れているから・
・・」という考えを多くの人がもったらどうでしょう。自分たちが満足し、成長できるような取り組みになるで
しょうか。私たちは人間として生まれ、この世の中で生きていく以上、誰でも社会人として、親として、地域の
一員として、1人の人間として、果たさなければならない役割と責任があるのではないかと思います。「誰か
がやってくれるから・・・」そういう考え方もあるでしょう。また、「自分にできることを誠実にやるだけ」と考え
る人もいるでしょう。
令和４年度が終わろうとしています。今年度を振り返るとともに、４月から始まる令和５年度をどのような

心構えで生きていくのか。さらに、これから続く人生で何を経験し、どのような人達と関わり、どのような大
人になっていくのか。それは、あなた次第だと思います。心豊かな時を過ごしながら、さらに成長していって
くれることと期待しています。

森が燃えています
動物たちはわれ先にと逃げていきます
小さな１羽のハチドリだけは行ったり来たりしながら
くちばしで水を一滴運んでは、火の上に落としています
それを見た動物たちは
「そんなことをしたって何も変わらないよ」と笑いながら逃げていきます
ハチドリはこう言いました
「私は、私にできることをしているだけ」
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